
























【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は②
反発係数eの床に高さhから自由落下させたときの1回目の跳ね返り高さは h1＝e²h、2回目
の跳ね返り高さは h2＝e⁴h となる。h＝1m、e＝0.8 を代入すると、h2＝(0.8)⁴×1＝
0.4096m≒41cm となり、約40cmである。

●問題Ⅲ-2
正解は①
ベルヌーイの定理によれば、流線上での静圧と動圧の和が総圧（全圧）として一定に保た
れる。ピトー管では管先端のよどみ点で測定される「総圧」と、管側面の静圧孔で測定さ
れる「静圧」の差（動圧）から流速を求める。

●問題Ⅲ-3
正解は①
電場中に置かれた絶縁体に電気双極子モーメントが生じる現象は「誘電分極」である。強
誘電性は、外部電場がなくても自発分極を有し電場により反転可能な特殊な性質を指す。

●問題Ⅲ-4
正解は①
直列RLC回路の合成インピーダンスの大きさは Z＝√{R²＋(ωL−1/(ωC))²} であり、共振
角周波数 ω＝1/√(LC) のときにZは最小値Rをとる。共振周波数fは f＝1/{2π√(LC)}＝
1/{2π√(5×10⁻³×2×10⁻⁶)}＝1/{2π×10⁻⁴}＝10⁴/(2π)≒1.59kHz となり、約1.6kHz
である。

●問題Ⅲ-5
正解は⑤
回折格子の公式 d sinθ＝mλ において、1次の明線（m＝1）が θ＝30° の方向に観測
されたことから、格子定数dは d＝λ/sin30°＝(650×10⁻⁹)/0.5＝1.30×10⁻⁶m＝1.30×
10⁻³mm となる。1mm当たりのスリット本数は 1/d＝1/(1.30×10⁻³)≒769本 となり、約
770本である。

●問題Ⅲ-6
正解は④
(1)で体積は (600/300)×100＝200m³ に膨張。(2)で定積冷却後の圧力は (300/600)×2.0
×10⁵＝1.0×10⁵Pa となる。(3)の定圧冷却（300Kから150Kへ冷却）では、体積が 200m³ 
から 100m³ へと 100m³ 減少する。この過程で外部から気体になされる仕事Wは W＝P|Δ
V|＝1.0×10⁵Pa×100m³＝1.0×10⁷J である。

●問題Ⅲ-7
正解は④
光子のエネルギーは E＝hν＝hc/λ で表され、波長が短い電磁波ほどエネルギーが大き
い。波長は ガンマ線＜紫外線＜可視光線＜赤外線 であるため、光子エネルギーが大きい
順は「ガンマ線 ＞ 紫外線 ＞ 可視光線 ＞ 赤外線」となる。

●問題Ⅲ-8
正解は⑤
焼入れは、鋼をオーステナイト域まで加熱した後に急冷することで生じる「マルテンサイ
ト変態」を利用した硬化処理である。バウシンガー効果（変形履歴による降伏強度の異方
性変化）を利用した変態ではない。

●問題Ⅲ-9
正解は②
2019年5月改定の国際単位系（SI）において、質量の単位キログラム（kg）は「プランク
定数h」の数値を固定することによって定義されている。重力定数を用いて定義されると
する記述は誤りである。



●問題Ⅲ-10
正解は※（没問：採点上全員正解、不適切な記述が③と⑤の2つ）
銅（Cu：原子番号29）の基底状態の電子配置は [Ar]3d¹⁰4s¹、亜鉛（Zn：原子番号30）は
[Ar]3d¹⁰4s² であり、亜鉛より原子番号の1つ小さい銅の4s電子は1つ少ないため③は誤り
である。また、希ガスのイオン化エネルギーは同族の下（長周期）へ行くほど低下するた
め、アルゴン（Ar）の方がクリプトン（Kr）よりも大きく、⑤も誤りである。

●問題Ⅲ-11
正解は⑤
分銅と天秤による精密質量測定では、測定物と分銅の密度差に起因してそれぞれが受ける
空気の浮力が異なるため、周囲の気温、大気圧、湿度（空気密度の変化）によって浮力補
正値が変化し測定値に影響を及ぼす。変わることはないとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-12
正解は③
視覚の光受容プロセスは、網膜の視細胞（桿体・錐体）に含まれるオプシンタンパク質に
結合した補酵素「11-cis-レチナール」が可視光を吸収して「all-trans-レチナール」へ
と光異性化する反応を利用している。

●問題Ⅲ-13
正解は②
ファンデルワールス力や静電引力などの長距離相互作用が働く反応系（イオン・分子反応
など）では、有効な反応断面積が剛体球衝突断面積を上回ることがある。うわまわること
はないとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-14
正解は④
ケイ素（Si）は高温下において炭素（C）と直接反応して炭化ケイ素（SiC）を形成し、ホ
ウ素（B）とも直接反応してホウ化ケイ素を形成する。直接結合を形成することはないと
する記述は誤りである。

●問題Ⅲ-15
正解は②
界面活性剤を溶液に添加すると、臨界ミセル濃度（CMC）に達するまでは界面吸着ととも
にバルク溶液相中にもモノマーとして溶解し、CMC以上ではミセルを形成して安定に溶解
・共存する。溶液内の濃度が無視できるほど小さいとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-16
正解は⑤
純水であっても振動や凝固核のない静穏な条件下でゆっくり冷却すると、凝固点（0℃）
以下になっても凍結せず液体の状態を保つ「過冷却状態」となる。氷点下に冷却されるこ
とはないとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-17
正解は④
エタノールと水のような「共沸混合物」を形成する系では、共沸組成において気相と液相
の組成が完全に一致するため、単蒸留や通常の精留操作を行っても蒸気と液の組成差が生
じず、それ以上の分離・濃縮が不可能となる。必ず組成が異なるとする記述は誤りであ
る。

●問題Ⅲ-18
正解は③
メチルシクロヘキサンは分子内に不斉炭素原子を持たず、分子内に対称面が存在するため
アキラルであり、鏡像異性体（エナンチオマー）は存在しない。

●問題Ⅲ-19
正解は⑤
化学合成独立栄養生物（硝化菌や硫黄酸化菌等）は、アンモニアや硫黄化合物等の還元型



無機化合物の「酸化反応」によってエネルギーを獲得し二酸化炭素を固定する。脱窒反応
（嫌気的還元反応）からエネルギーを得て炭酸固定を行うとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-20
正解は③
底生有孔虫の殻（炭酸塩）のδ¹⁸O値は、海水自体の同位体比と水温を反映する。氷期に
は軽同位体（¹⁶O）が陸上氷床として固定され海水中の¹⁸Oが濃縮されるため、有孔虫のδ
¹⁸O値は間氷期よりも「氷期の方が大きく」なる。間氷期の方が大きいとする記述は逆で
あり誤りである。

●問題Ⅲ-21
正解は④
海陸風は、昼間は温まりやすい陸地で上昇気流が生じ地表付近では海から陸へ「海風」が
吹き、夜間は放射冷却で冷えやすい陸地から海へ向かって「陸風」が吹く。夜間に海風が
吹くとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-22
正解は①
地球が吸収する太陽放射エネルギーのうち、水の蒸発潜熱として消費される割合は約2割
強（約23〜25%）である。約1割とする記述は過小で誤りである。

●問題Ⅲ-23
正解は④
南半球の亜熱帯域における海洋の表層循環（風成循環・亜熱帯環流）は、南半球の転向力
（進行方向に対して左向き）と卓越風（貿易風・偏西風）の影響を受けて「反時計回り」
に循環する。時計回りとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-24
正解は③
パホイホイ溶岩は、粘性の低い高温の「玄武岩質溶岩」が流動固結したものであり、滑ら
かでロープ状の表面形態を持つ。流紋岩質溶岩とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-25
正解は②
はんれい岩（斑れい岩）は、カルシウムに富む斜長石と単斜輝石・斜方輝石、かんらん石
等を主成分とする苦鉄質深成岩であり、石英（珪長質鉱物）を主構成鉱物として含むこと
はない。

●問題Ⅲ-26
正解は③
風化残留鉱床は、岩石の風化過程で可溶性のナトリウム、カリウム、カルシウム、マグネ
シウム等の成分が水に溶脱・流出し、不溶性の「アルミニウム（ボーキサイト）や鉄（ラ
テライト）」が残留濃縮して形成される。溶出と濃縮の元素が逆であり誤りである。

●問題Ⅲ-27
正解は④
シル（岩床）は、地層面に平行にマグマが平板状に貫入して固結した火成岩の産状（貫入
岩体）であり、地層の塑性変形である褶曲構造とは直接の関係が最も薄い。

●問題Ⅲ-28
正解は③
大陸地殻は二層構造をなし、上部は花崗岩質岩石（珪長質岩）が主であり、下部はより密
度が大きく地震波速度の高い「斑れい岩質〜麻粒岩質岩石（苦鉄質岩）」から構成され
る。下部が主に花こう岩質岩石とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-29
正解は①
羽毛状構造（フェザー構造、羽状組織）は岩石中の引張割れ目や節理面等に見られる破面



模様であり、堆積層の上下判定（トップ・ボトム判定）には用いられない。

●問題Ⅲ-30
正解は③
面構造の傾斜角を測定する際は、走向に「直交する方向（最大傾斜方向）」にクリノメー
タの長辺をあてて測る。走向に平行にあてると水平面と平行になり傾斜角は0度になって
しまうため誤りである。

●問題Ⅲ-31
正解は④
火山活動によって大気中に放出され堆積した火山砕屑物の総称を「テフラ」と呼び、地表
を流動・固結した溶岩（溶岩流・溶岩ドーム）とは明確に区別される。

●問題Ⅲ-32
正解は②
屈折法地震探査は主に土木工学分野における浅層の基盤深度や風化帯、地山の弾性波速度
分布の評価（ダム基礎、トンネル、法面等）に用いられる。深部地下構造に基づく大地震
時の強震動予測や耐震設計には、深層反射法や微動アレイ探査、ボーリング検層等が主と
して用いられる。

●問題Ⅲ-33
正解は③
地中レーダ探査で使用される電磁波の中心周波数は、一般に「数十MHz〜数GHz（通常
100MHz〜1.5GHz程度）」の高周波パルス電磁波である。10kHz程度とする記述は低周波す
ぎて誤りである。

●問題Ⅲ-34
正解は④
スリングラム法などの周波数領域電磁法（FDEM）は、送信源から特定の周波数の交流磁場
（連続波）を送信し、受信コイルで二次磁場の同相成分および位相遅れ成分（直交位相成
分）を周波数の関数として測定する手法である。過渡応答を測定するのは時間領域電磁法
（TDEM）であり誤りである。

●問題Ⅲ-35
正解は②
波動伝播の基本原理には、最小時間の経路をとるフェルマーの原理、波面上の各点を素元
波の波源とするホイヘンスの原理、相反定理（相反原理）、波動の重ね合わせの原理など
がある。「等価層の原理」は電気探査等における等価現象（見掛け比抵抗の非一意性）に
関する概念であり、波動伝播の基本原理ではない。


